
第２号様式の１（第６条関係） 

事業計画書 

 

１ 大会概要 

大 会 名 第１０回 国際〇〇〇〇競技大会 

競    技 〇〇〇〇 

主 催 者 等 

（ 予 定 ） 

主催：国際〇〇〇〇連盟 

主管：（公財）日本〇〇〇〇連盟、（公財）東京〇〇〇〇連盟 

後援：未定 

協賛：未定 

開 催 日 程 

（ 予 定 ） 

令和 X（２０XX）年 X 月 X 日～令和 X（２０XX）年 X 月 X 日 X 日間 

会 場 

（ 予 定 ） 

海の森水上競技場 

（未定の場合には、候補の会場を記載） 

大 会 規 模 

（過去実績等より） 

参加国数：２０か国 

選 手 数：５００人又は  団体 

観 客 数：１０，０００人 

所管国際競技連盟 名称：国際〇〇〇〇連盟 

同 大 会 の 

過去の開催 

状    況 

 

 

 

 

 

 

 

※開催が予定されている大会を含め、５大会までを記載 

※上記以外で過去に国内で開催した実績がある場合は、下記に記入 

 

２００１年 日本（福岡市）にて第５回大会を開催 

参加国数：１０、観客数：３，０００人 

 

                           

開催年 開催国 開催都市 参加国数 観客数 
２０２１ 日本 東京 ２０ 10,000 

２０１７ 米国 シカゴ ２０ 10,000 

２０１３ ブラジル サンパウロ １５ 6,000 

２００９ フランス パリ １５ 6,000 

２００５ 韓国 ソウル １２ 5,000 

状 況 ☐誘致活動開始前  ・ 誘致中 

大 会 の 

特 徴 ・ 意 義 

世界大会を日本で初めて開催する。トップ選手のパフォーマンスを多くの観

客に見てもらうことにより、競技の振興を図る。 

（初めての世界選手権。2020 大会施設の活用。次世代の育成等自由にアピールしてください） 

 

  



２ 誘致活動について 

開 催 地 の 

決 定 時 期 

決定時期：令和 X 年 X 月頃 

決定方法：国際競技連盟理事会における投票 

他都市の立候補状況 ☐なし    あり（オーストラリア（シドニー）） 

誘致活動の 

概    要 

目的： 

本大会は４年に一度開催されている世界最高峰の国際大会であり、大会開 

催を通じて、国内における選手の競技力向上及び競技の普及振興を図る。 

 

期待される効果： 

世界トップレベルの大会開催を東京で実現することによって、都民のスポ

ーツへの興味や関心を高める。 

 

活動内容： 

 国際競技連盟に提出する招致計画書の作成、PR 活動。 

 

 

３ 大会開催時の取組 

東京都と連携 

したスポーツ

振興事業の 

概    要 

【する】スポーツ（アスリートとの交流や競技体験等） 

 目的：  

 スポーツをする機会の充実を図る。 

 

 期待される効果： 

実際に競技を体験してもらうことで、競技の楽しさや身体を動かすこと

の興味関心を高め、都民のスポーツ実施に対するモチベーションの向上や

スポーツ人口の拡大につなげる。 

 

 事業内容： 

親子を対象とした競技体験会を実施する。 

 

 参加する都民の人数： 

 10０名程度 

 

【みる】スポーツ（親子観戦招待や学校単位での観戦企画等） 

 目的： 

 スポーツの魅力を体感できる機会の充実を図る。 

 

 期待される効果： 

世界トップレベルの試合を間近で見られる機会を創出することで、都民

のスポーツへの関心を一層高めるとともに、スポーツにあまり興味がない

人に対してもスポーツに触れてもらうきっかけとなる。 

 

 事業内容： 

親子無料観戦招待 

 

 参加する都民の人数： 

5００名程度 

 

 

 



【支える】スポーツ（ボランティアの参加等） 

 目的： 

スポーツを支える機会の充実を図る。 

 

 期待される効果： 

魅力的なスポーツボランティアの体験ができる機会を創出することで、

都民のボランティア活動の継続につながるとともに、今後ボランティアと

して活躍する人材の育成につながる。 

 

 事業内容： 

観客誘導を中心とした活動を都内のボランティアネットワークを通じて

募集 

 

 参加する都民の人数： 

 1 日あたり 5０名程度 

 

東京のプレゼンス 

向 上 に 資 す る 取 組 

 ・大会の見どころ等を PR する番組を You tube 等で配信 

 ・国際・国内メディアへの積極的な働きかけ 

 

都をはじめとする 

社会課題への取組 

 

・仮設工作物や会場装飾物は、環境に配慮した素材を使用する。 

・手話通訳やユニバーサルコミュニケーション技術等最新技術を利用した

実況中継を行う。 

（子ども施策、環境問題、2020 レガシー、共生社会、SDGs への取り組み等 を記載してください。） 

安 全 対 策 

（感染症対策を含む。） 

・大会開催時の感染症等の拡大や熱中症を防止する運営体制の構築や危機

管理マニュアルの作成等 

 

 


